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石田　仁志（いしだ・ひとし） 
東洋大学文学部日本文学文化学科教授。1988年東京都立大学大学院人文科学研究科国文
学専攻修士課程修了、91年同博士課程中退。研究・専門分野は、日本近現代文学の研究で、
特に大正・昭和期文学文化（横光利一を中心に）と現代女性文学（家族小説）。主な著作は、
「横光利一『純粋小説論』への課程」（国語と国文学）、「横光文学における異性愛表象」（国
文学・解釈と鑑賞）、『横光利一の文学世界』（共編著、翰林書房）など。 
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●『孤立化する家族―アメリカン・ファミリーの過去・未来』越智道雄 時事通信社（1998年）
●『近代家族の曲がり角』落合恵美子 角川書店（2000年）
●『パリの女は産んでいる―〈恋愛大国フランス〉に子供が増えた理由』

    中島さおり ポプラ社（2005年）
●『平らな国デンマーク―「幸福度」世界一の社会から』高田ケラー有子

    日本放送出版協会（2005年）
●『団塊と団塊ジュニアの家族学―平成拡大家族』袖川芳之、花島ゆかり、

    森住昌弘 電通（2005年）
●『超少子化時代の家族意識』毎日新聞社人口問題調査会編 毎日新聞社（2005年）
●『少子高齢社会のみえない格差―ジェンダー・世代・階層のゆくえ』白波瀬

佐和子 東京大学出版会（2005年）
●『迷走する家族―戦後家族モデルの形成と解体』山田昌弘 有斐閣（2005年）
●『家族と法―個人化と多様化の中で』二宮周平 岩波書店（2007年）
●『出生率の回復とワークライフバランス―少子化社会の子育て支援策』

    丸尾直美他 中央法規出版（2007年）

●『アジアの家族とジェンダー』落合恵美子、山根真理、宮坂靖子 勁草書房（2007年）
●『家族の昭和』関川夏央 新潮社（2008年）
●『地域の子育て環境づくり』大日向雅美他 ぎょうせい（2008年）
●『現代社会とメディア・家族・世代』児島和人他 新曜社（2008年）
●『新版 データで読む家族問題』湯沢雍彦、宮本みち子 日本放送出版協会

（2008年）
●『家族生活研究』宮本みち子、清水新二 放送大学教育振興会（2009年）
●『女性学/男性学』千田有紀 岩波書店（2009年）
●『よくわかる現代家族』神原文子・杉井潤子・竹田美知編著 ミネルヴァ書  

    房（2009年）
●『近代家族とジェンダー』井上俊、伊藤公雄他 世界思想社（2010年）
●『「ひとりの老後」はこわくない』松原惇子 PHP研究所（2010年）
●『揺らぐ子育て基盤―少子化社会の現状と困難』松田茂樹他 勁草書房（2010年）
●Phronesisフロネシス０３「２０３０年の『住まう』を考える」三菱総合研究所編著

  丸善プラネット（2010年）
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